
　菊池・阿蘇スカイライン道路の第二駐車場より北へ約１㎞のぼった丘陵上にある市

成城跡で、明治初年に高さ40㎝、口径60㎝の古い甕が出土している。この甕は須恵器

の一種で行基
ぎょうき

焼と呼ばれるものである。甕は百済系の渡来人といわれる奈良時代の高

僧である行基が、初めて焼いたという俗伝から行基焼といわれる。平安末期から鎌倉

時代にかけて丘陵の斜面に作られた半地下式の登り窯で焼かれたもので、「朝鮮土

器」ともいわれる。上代の土器と近世の陶器との中間に位置する焼き物であり、須恵

器に比べて焼きが弱い。表面口縁部に押型菊花文が、肩部に３本の線刻、底部には1本

の線刻が施されている。

　行基は和泉国
いずみのくに

に生まれ、15歳で薬師寺に入り、やがて弟子とともに諸国を廻って布

教や社会事業に活躍した行動派の僧で、のち東大寺大仏建立に協力し、日本最初の大

僧正となった。
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指定日　昭和４１年４月１５日

所在地　菊池市隈府　菊池神社


